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平成２８年度 部局自己評価報告書 （３１：教育情報基盤センター） 

 
Ⅲ 部局別評価指標（第 2 期中期計画取組分）  

  ※ 評価年次報告「卓越した教育研究大学へ向けて」で報告する内容 

  ※ 字数の上限：（１）～（２）合わせて 7、000 字以内 
 
（１）全学の第２期中期目標・中期計画への貢献及び部局の第2期中期目標・中期計画の達成に

向けた特色ある取組等の成果（○23 ） 
 

◎[全学第 2 期中期計画 No.8： 受入れ留学生の増員を促進するため、留学生の受入れ環境の整備を

進める。］ 

・本センターはこれまで、学生が利用するオペレーティングシステムやアプリケーションソフトウェ

ア、利用ガイドの多言語化を推進してきた。平成27年度分の取組みについては、本報告書「Ⅱ-1-(1): 
国際レベルの人材育成に関する取組及びグローバルな修学環境の整備」参照 

 

◎［全学第2期中期計画No.13: 効率的・効果的な教育を展開するため、ｅラーニングによる教育シ

ステムの拡充を図る。］ 

・本センターは第2期中期において、ISTUシステムの機能開発と高度な利用法の推進を通じてこの中

期計画項目の達成に取り組んできた。ISTUシステムは本学における教育情報化及びｅラーニングの

共通基盤であり、第3期中期においてもそれは変わらない。平成27年度分の取組みについては、本

報告書「Ⅱ-1-(2): 学生支援の充実・強化」参照。また、「Ⅱ-2-(4): 研究費の管理等の適正化に資

する取組」と「Ⅱ-2-(5): 研究活動における不正防止に資する取組」で触れたように、ISTUシステ

ムは本学職員を対象としたｅラーニング研修の拠点としても積極的に活用されている。 

 

◎［本センター第2期中期計画］ 

・本センターの特色ある取組みとして『ディジタルキャンパスプロジェクト』（平成22年9月21日部

局長連絡会議報告）を推進してきた。このプロジェクトが解決すべき課題として最初に挙げた8項

目のうち、基盤整備を要する6項目は、平成26年度に情報シナジー機構の事業としてDC メール（本

報告書Ⅱ-1-(3)参照））の導入を最後に一連の整備を達成した。ただし、学生の携帯端末（スマート

フォン、タブレット PC、ノート PC など）が大学のネットワークを快適に利用できる環境づくりは

遅れていて、課題であった。そこで平成27年度には、川内北キャンパスで学生が利用する施設のほ

とんどに無線 LAN (eduroam)のアクセスポイントを設置し（本報告書「Ⅱ-1-(2): 東北大学復興ア

クションの着実な遂行」参照）、この課題も解決された。 

 

（２）「部局ビジョン」の重点戦略・展開施策及びミッションの再定義（強み・特色・社会的役割）の実現

に向けた取組等の成果（○24 ） 
 

◎[部局ビジョン重点戦略・展開施策１：新しい全学教育情報教育の策定と実施環境の整備］ 

・「新しい全学教育情報教育の策定」については本報告書「Ⅱ-1-(1)：国際レベルの人材育成に関する取

組」参照。 

・「実施環境の整備」については、平成27 年2 月に情報教育用ICL システムを更新して完了している。 

 

◎[部局ビジョン重点戦略・展開施策２：教育用情報サービス・コンテンツの充実と合理化] 

・本センターが推進してきたディジタルキャンパスプロジェクトは、教育用・学生用の情報基盤整備としては、

平成 27 年度に川内北キャンパスに整備した無線 LAN (eduroam) によって概ね達成された（本報告書「Ⅱ

-1-(2): 東北大学復興アクションの着実な遂行」参照）。 

・ｅラーニングコンテンツについては、主に外国語学習用を平成 26 年度までに整備した。ただし、現時点で
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導入されているTOEIC対策教材だけでなく、TOEFL対策教材についても今後、検討を進める必要がある。

 

◎[部局ビジョン重点戦略・展開施策３：全学的な教育情報化の展開] 

・全学的な教育情報化の共通プラットフォームである ISTU システムは平成 28 年 3 月に更新され、平成 28

年 10 月から本稼働を開始する。これによりインフラとしての整備は一段落するため、第 3 期中期において

は、効果的な利用法、新しい高度な利用法などの開発と普及に努める必要があり、それが次の版の「ディジ

タルキャンパスプロジェクト」と位置付けられる。 

・この項の平成 27 年度分の取組みについては、本報告書「Ⅱ-1-(2): 学生支援の充実・強化」参照。また、

「Ⅱ-2-(4): 研究費の管理等の適正化に資する取組」と「Ⅱ-2-(5): 研究活動における不正防止に資する取

組」で触れたように、ISTU システムは正規授業だけでなく本学職員を対象とした研修の拠点としても積極的

に活用されている。 

 


